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 グ ロ ー バ ル 化 の 進 展 は 日 増 し に 激 し く な っ て お り 、 そ の わ た る 分 野 は 経 済
や 政 治 だ け で は な く 、 数 多 く の 人 的 な 分 野 に も 及 ぶ よ う に な っ て き た 。 こ の
よ う な 情 勢 は 更 に 多 言 語 ・ 多 文 化 社 会 共 生 へ の 必 要 性 を 強 く し て お り 、 共 生
や 相 互 理 解 を 深 め る こ と は 避 け て は 通 れ な い 課 題 と な っ て い る 。 人 間 同 士 が
如 何 に し て 他 人 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 成 立 さ せ て い る の か と い う 発 話 行
為 を め ぐ っ て 語 用 論 、 言 語 行 為 の 研 究 、 談 話 や 会 話 分 析 と い っ た 多 角 的 な 観
点 か ら 様 々 な 研 究 が 現 れ て き た 。 人 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 運 用 能 力 と い う
の は 、 文 法 的 な 言 語 知 識 だ け で は 不 充 分 で あ り 、 様 々 な 目 的 や 場 面 、 社 会 的
要 素 に 適 応 し た 言 語 運 用 能 力 の 重 要 性 が 主 張 さ れ て き た 。 A u s t i n(1962)や S e
a r l e(1969)の 発 話 意 図 と 意 味 と の 研 究 、 言 語 形 式 と 機 能 と の 研 究 、 言 語 使 用
の 背 後 に あ る メ カ ニ ズ ム 解 明 な ど の 研 究 に よ っ て 新 た な 研 究 が 展 開 さ れ る よ
う に な っ た 。  
 G o f f m a n（ 1976） は 、 潜 在 的 に 危 害 を 与 え る 行 為 は 「 弁 明 」 （ A c c o u n t s）
と 「 詫 び 」 (A p o l o g i e s)行 為 に よ っ て 修 復 さ れ う る と 指 摘 し て い る 。 各 々 の
言 語 表 現 に は そ の 言 語 を 使 用 し て い る 社 会 ・ 文 化 に 好 ま れ て い る 独 特 な 表 現
が あ り 、 そ の 社 会 固 有 の 人 間 関 係 の 捉 え 方 や 相 手 へ の 配 慮 の 仕 方 が あ る 。 日
本 と 中 国 は 異 な っ た 地 理 的 環 境 及 び そ の 政 治 的 体 制 や 文 化 的 背 景 の も と で 、
各 自 独 特 の 言 語 文 化 を 作 り 上 げ て き た た め 、 両 言 語 の 発 話 行 為 を め ぐ る 言 語
表 現 の 丁 寧 さ （ Politeness） の 特 徴 及 び 基 準 は 異 な る は ず で あ る 。  
 本 研 究 で は 対 照 語 用 論 的 な 視 点 か ら 談 話 完 成 テ ス ト （ D i s c o u r s e  C o m p l e t i o
n  T e s t） と ロ ー ル プ レ イ （ r o l e - p l a y)の 研 究 法 を 用 い て 日 本 人 母 語 話 者 （ NNS
） と 中 国 人 母 語 話 者 （ CCS） の 大 学 生 を 被 験 者 と し て 、 異 な る 人 間 関 係 、 状
況 、 場 で 現 れ る <弁 明 >と <詫 び >の 発 話 行 為 に 対 し て 調 査 を 行 い 、 「 関 係 修 復
作 業 」 （ R e m e d i a l  W o r k） の 発 話 行 為 を 成 立 さ せ る た め の 認 知 的 過 程 で 使 わ
れ る 両 言 語 の 語 彙 ・ 文 体 及 び 丁 寧 さ （ P o l i t e n e s s） の ス ト ラ テ ジ ー 使 用 に 焦
点 を 当 て て 研 究 を 行 い 、 以 下 の よ う な 文 化 的 な 特 徴 と 異 同 を 明 ら か に し た 。
  

①  日 本 人 の 言 語 行 動 に に お い て 、 ｛ 弁 明 ｝ と ｛ 詫 び ｝ は 欠 か せ な い 表 現  
で あ る の に 対 し 、 中 国 語 に は 日 本 語 に 見 ら れ な い 「 弁 明 の 多 用 現 象 」 が 生 じ
て お り 、 ｛ 詫 び ｝ の 言 語 表 現 は 日 本 語 ほ ど 使 用 さ れ て い な い 結 果 が み ら れ た
。  

②  日 中 両 言 語 と も に 言 語 表 現 の 結 果 を 左 右 す る 重 要 な 要 素 は 言 語 表 現 が  
運 用 さ れ る 際 の 発 話 の 場 面 、 話 し 手 と 聞 き 手 と の 間 の 上 下 関 係 、 力 関 係 な ど
と い っ た 条 件 で あ り 、 そ の よ う な 条 件 に よ っ て 発 話 さ れ る 言 語 表 現 は 異 な る
は ず で あ る が 、 中 国 語 の ほ う が 日 本 語 よ り 遥 か に 上 下 、 親 疎 、 力 関 係 な ど と
い っ た 要 素 に 敏 感 に 反 応 し て い る こ と が は っ き り し た 。  
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